






























本屋が残っていて、帰郷や出張の折に立ち寄るのが楽しみであった。ところが、昨年夏休みに訪れた時には、その三軒とも閉店、いずれもネット販売のみに変わっていた。新潟市に近い新発田市でも、唯一のまともな古本屋Ｄ書店が店を閉じる時には、店主から私 も挨拶状 きた 努力したが、力不足で店を維持できなくなったというものであった。比較的大きな店舗を構えていただけに、残念で かたがなかった。店を開けていて 、お客 来ない。来ても出張などでたまたままちに来た余所者の方が多いくらいで、地元の客は、ブックオフ等に流れたのか、それとも単純に本を買わなくなったのか、極端に減った。店舗でも、目録で 顧客がそれほど閑散としていては、閉 も仕方がなかっ である
２
そんななか、古本屋で最近健闘しているのが、子ども文献だという。たしかに、
神田神保町には子ども書専門の古書 もあり、それが結構繁盛している。そこの本棚を見ても、回転が早い。次から次へ棚 中味が変わっているのである。ま 大手の古書店の目録でも、 特集を組む例が目だっている。
現状に関しても、ご存知のように子育て、保育などのテーマに関心が高まってい




質がほしい。しかも研究・教育の先導だけではなく、私が退任する頃までに 、子どもアーカイブのようなものが設置 メドをつけられたらと、願っている。それが、子ども学の構築・発展にも寄与できると考えてい からである。その実現には、研究・教育の面でも、白梅学園の内部から盛り上が ことが肝心である。
最近は、博物館か資料館、それも他にない個性的なものを持たない大学は本物で
はないともいわれる。大学なら 専門の博物館・資料館くら 持て いうことである。白梅学園には、子どもアーカイブのようなものが相応しいと思っている。アカイブなどの創設、しかも特色・個性のある内容で創設、さらに維持・発展させには、多くの人の協力が欠かせない。現役の教職員・学生はもちろん、卒業生や地域の皆さんなど、多くの方々の協力を得て、白梅学園 できるだけ早くその夢を果たせるように尽力したい。皆様のご指導・ご協力も是非お願いす 次第である。
